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２ 指 導目標
・従属接続詞を使い，積極的にコミュニケーションを図ろうとする。

（ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 ）
・身近な話題について，即興で相手に質問をしたり，質問を受けて自分の考えを伝えた
り す る こ と が で き る 。 （ 外 国 語 表 現 の 能 力 ）

・英文を聞いたり読んだりして，ユニバーサルデザインの利点や，誰もが住みやすい社
会にしていくユニバーサルデザインの取組について理解することができる。

（ 外 国 語 理 解 の 能 力 ）

・従属接続詞 if,that,wh en,because の 意 味， 用法に関する知識を身に付けている。
（ 言 語 や 文 化 に 関 す る 知 識 ・ 理 解 ）

３ 指導にあたって
(1) 単 元 観

こ の 単元は，今日，社会に浸透しつつあるユニバーサルデザインを題材にして，困
っている相手にアドバイスする対話や，体験したことに対する感想，調べたことの発
表などの表現を学ぶことができる内容である。本単元の言語材料は if， that， whe n，
bec a u se な ど の 従 属 接 続詞がまとめて扱われており，これらを使うことにより，理由
を付けて自分の考えを伝えたり，条件を付けて論じたりすることが可能になる。

(2) 生 徒 の実 態 (第 ２学年 ＊組 男子＊人 女子＊人 計＊人 )
平成 29年 10月 ４日 意識調査 :

実態調査 :イ ンタラクティブフォーラム形式 トピック「 My pet」 「英語で伸ばしたい力は何ですか」

・３文以上で自分の考えを相手に伝えることができた＊人 聞くこと＊人 話すこと＊人

・２問以上の質問をして会話を発展させることができなかった＊人 読むこと＊人 書くこと＊人

・尋ねたいことはあるが，英語が浮かばなかった＊人 ・正確に言おうとして，質問ができなかった＊人

・内容が適切なのか自信がなくて質問できなかった＊人 ・全く尋ねたいことが浮かばなかった＊人

本学級の生徒は，英語を使ったコミュニケーション活動に興味をもって取り組んで
おり，男女関係なく協力して行うことができる。意識調査では，話す力を伸ばしたい
生徒が多く，実態調査を行った結果，即興で相手に質問することができない，対話が
続かないという課題があることが分かった。これらのことから，話すこと [や り 取り ]

の 力を育て ていくことが大切であると考える。
(3) 指 導 観

即興 で相手に質問したり，従属接続詞 that, b ec au seを 用 い て 自分 の考えを伝えたり
しながら対話を継続・発展させて考えなどを伝え合う力を育てたいと考える。即興性
を高めるために，帯活動において，まず，最初の授業で，質問文や単語の弾丸インプ

ットを行い，次の授業でイラストカードを用いて単語を入れ換え質問するインテイク
活動（定着）を行う。さらに次の授業で質問文を作るプレタスク活動（表現）を行う。
この帯活動の流れは，繰り返し行い，スパイラルな活動で即興性を高めたい。対話を
継続・発展させて考えなどを伝え合う力を育てるために，外国の生徒と交流するとい
うタスクを設定する。まず，デモンストレーションの活用で対話の目的を理解し，次

にマッピングで，対話の方向性を決定し，見通しを立てる。さらに，具体的なコミュ
ニケーションとして，生徒が話しやすいテーマでやり取りを行う。タスク活動にした
ことで，このやり取りへの意欲が高まり，また，やり取りを行ったことでの自信がタ
スクの達成への意欲につながると考える。最後に，振り返りやピアフィードバックを
行うことで次時につなげ，意欲を高める。以上のような過程を繰り返し行うことで，
対話を継続・発展させて考えなどを伝え合う力を高めたいと考える。

４ 指導と評価の計画（９時間扱い）
第一次 従属接続詞 if （ １ 時間 ）
第二次 従属接続詞 that (２ 時 間 )



時 学習の内容 評価規準
評価計画
関 表 理 言

１ ・質問文の弾丸インプットを行う。 ・ tha tの 使 用 場 面 に 気 ○
・対 話を 聞い て， tha tの 使 用 場 面 や意味 付 き ， 本 文 の 内 容 を
に気付く。 理 解 す る こ と が で き

・チ ャッ ト シー ト を使 って ， 対話 の見通 し る。
をも ち ，対 話の 発展 につ ながる 所にア ン
ダーラインを引く。

・マ ッピ ン グを 行 い， 対話 が 継続 ・発展 す
る流れを予想し，対話文を作る。

・本文の内容を理解する。
２ ・単 語を 入 れ換 え ，質 問す る イン テイク 活 ・ 対 話 の 見 通 し を 立 て ○

動を行う。 る た め の マ ッ ピ ン グ
学習課題（タスク活動） を 行 い ， 対 話 を 発 展
｢ALTの 体 調不良 ｣ さ せる ことができ

・対話の見通しをもつ。 る。
・マ ッピ ン グを 行 い， 対話 が 続く ような 内
容を考える。

・ペアになって対話をする。
・振り返りやピアフィードバックを行う ｡

第 三次 従 属接続詞 when （ １ 時 間）
第四次 従属接続詞 because(３ 時 間 )

１ ・質問文を作るプレタスク活動を行う。 ・ b e c a u s eの 使 用 場 面 ○
・ 対 話 文 を 聞 い て ， b e c a u s eの 使 用 場 面 や に 気 付 き ， 本 文 の 内
意味に気付く。 容 を 理 解 す る こ と が

・チ ャッ ト シー ト を使 って ， 対話 の見通 し できる。
を もち ， 対話 の 発展 につ な がる 所にア ン
ダーラインを引く。

・本文の内容を理解する。
２ ・質問文の弾丸インプットを行う。 ・ 対 話 の 見 通 し を 立 て ○
本 学習課題（タスク活動） る た め の マ ッ ピ ン グ
時 ｢友 達 に 贈るバースデープレゼント」 を 行 い ， 対 話 を 継 続

・対話の見通しをもつ。 ・ 発 展 さ せ る こ と が で
・マ ッピ ン グを 行 い， 対話 が 続く ような 内 きる。
容を考える。

・イ ンタ ラ クテ ィ ブフ ォー ラ ム形 式で対 話
をする。

・振り返りやピアフィードバックを行う ｡

３ ・単 語を 入 れ換 え ，質 問す る イン テイク 活 ・ 原 稿 を 用 意 せ ず ， 不 ○
動を行う。 適 切 な 間 を 置 か ず に
学習課題 （タスク活動） 即 興 で 質 問 す る こ と
｢自 分の 夢 ｣ が でき る。

・対話の見通しをもつ。
・マ ッピ ン グを 行 い， 対話 が 続く ような 内
容を考える。

・イ ンタ ラ クテ ィ ブフ ォー ラ ム形 式で対 話
をする。

・振り返りやピアフィードバックを行う ｡
第 五次 ア クティビティー（２時間）

１ ・プレタスク活動で，質問文を作る。 ・ 即 興 で 質 問 を し ， 対 ○
学習課題（タスク活動 話 を 継 続 ・ 発 展 さ せ
｢私 の好 きなこと ｣ る こと ができる。

・対話の見通しをもつ。
・マ ッピ ン グを 行 い， 対話 が 続く ような 内
容を考える。

・イ ンタ ラ クテ ィ ブフ ォー ラ ム形 式で対 話
をする。

・振り返りやピアフィードバックを行う ｡
２ ・本時のゴールの姿について確認する。 ・ 見 通 し を も っ て ， 対 ○ ○

・対話の見通しをもつ。 話 を 継 続 ・ 発 展 さ せ
・タンザニアの生徒と Skypeで 交 流する ｡ る こと ができる。

学習課題 (タ スク活動 )
「私の好きなこと｣「行きたい国」｢自分の夢」

・振り返りやピアフィードバックを行う ｡



５ 本時の活動
(1) 目 標
○対話 の見通しを立 てるためのマッ ピングを行い，対話を継続・発展させることがで
きる。

(2) 準 備 ・資 料
・ワークシート，拡大マッピング

(3) 展 開 評は評価 ○は個への対応
時間 活 動 内 容 教 師 の 支 援 と 評 価
２ １ 英語 であ い さつ し ，簡 単な Ｑ ＆Ａ を ・ 元気 よ く あ い さ つを し， 既 習事 項 を

する。 使っ た 会 話 を 行 い， 英語 を 話す 雰 囲
気を作る。

３ ２ 対話の見通しをもつ。 ・ 友達 に 贈 る バ ー スデ ープ レ ゼン ト を
考え る 時 の 対 話 は， どん な 内容 を 話
すか考えさせる。

・ JTEと ALTで デ モン ストレーションを

行いイメージがもてるようにする。
１ ３ 本時の学習内容と目標を確認する。 ・ 本時 の 学 習 内 容 と目 標を 伝 える こ と

友 達 に 贈 る バ ー スデ ー プ レ ゼ ン に より ， 見通 し をも って 学 習に 取 り
ト に つ い て グ ル ー プで 意 見 を 出 し 組ませる。
合い，提案しよう！

５ ４ 質問文の弾丸インプットを行う。 ・ ジェ ス チ ャ ー を 入れ なが ら リピ ー ト
ができるようにする。

10 ５ マ ッ ピ ン グ を 行 い ， 友 達 に 贈 る バ ー ・マッピングの例を拡大し提示する。
ス デ ー プ レ ゼ ン ト に つ い て 考 え を 広 ・ マッ ピ ン グ を 行 う前 に， ク ラス の ど

げる。 の友 達 へ の プ レ ゼン トな の か， メ モ
を渡しておく。

・ バー ス デ ー プ レ ゼン トは そ の人 を 想
って選ぶことを意識させる。

・早 く 終わ った 生 徒は ， JTEや ALTと 練

習 を し た り ， 近 くの 友達 と 対話 の 練
習を行う。

○ すぐ に 英 語 で 書 くこ とが 難 しい 生 徒
は，最初は単語や日本語で考えても
よいことを助言する。

15 ６ イ ン タ ラ ク ティ ブ フォ ーラ ム 形式 で 評自分の考えを提案し，対話を継続・

対話 し， グ ルー プ でま とま っ た意 見 発展させることができる。
を画用紙に書く。 ・ グル ー プ で プ レ ゼン トを 相 談す る 際
(３ 人 分の友達のプレゼントを書く ) に は ， 必 ず 英 語 で提 案す る よう に 助

言する。
・ なぜ そ の プ レ ゼ ント が良 い のか 理 由

も付けて言えるようにする。
７ ７ グループごとに発表する。 ・英語で発表するように指示する。

・１人１回，理由もつけて発表する。
６ ８ 振り 返り と ピア フ ィー ドバ ッ クを 行 ・友達が書いてくれたコメントを見て

う。 次時 の 学 習 に つ なげ られ る よう に 促

（ 生徒 自身 の 振り 返 りと 友達 の よか っ す。
た所を書く）

１ ９ 英語であいさつをする。 ・ 本時 の 取 組 を 称 賛し ，意 欲 を高 め
る。


